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本書の利用にあたって

１．本書には，平成27年２月７日実施の第36回信用事業業務検

定試験「渉外基礎」に出題した試験問題がすべて収録され

ています。

２．解説は，原則として，選択肢の順序にあわせて記述してあ

りますが，説明の都合上必ずしもこの順序になっていない

ものもあります。

３．なお，この試験問題と解説は，試験実施日を基準にしてお

りますので，勉強にあたっては，その後の「法令・規則・

制度等」の改正，変更にご注意ください。

本書の内容についての照会先

〒100-0006 東京都千代田区有楽町１－12－１

新有楽町ビル６F

農林中金アカデミー通信検定部

TEL　03－3217－3071
（ダイヤルイン）
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正 解 と 解 説
渉 外 基 礎

渉外活動の展開

金融機関の基本的機能

問　１　金融機関の３つの基本的機能（資
金仲介機能・信用創造機能・決済機能）の
説明について，適切でないものを１つ選び
なさい。
⑴ 　資金仲介機能の種類は，借り手の信用を
調査し，返済が履行されるかどうか監視す
る「情報生産機能」，借り手が債務を返さ
ないリスクを負う「リスク負担機能」，金
融機関は集めた貯金を１つにまとめて貸付
することができ大量の資金調達と融通を行
う「資産変換機能」の３つである。
⑵ 　信用創造機能とは，金融機関がその豊富
な資金量を信用の源として，貸出しを行う
ことである。
⑶ 　決済機能は金融機関の貯金口座を利用
することにより，現金を使わずに口座振替
や公共料金の支払いなどができることであ
り，全国的な金融機関のネットワークと豊
富な資金量が裏付けとなっている。

正解率　55％

正解　⑵

解　説

　金融機関の基本機能は，資金仲介機能・

信用創造機能・資金決済機能の３つから

なっている。

⑴ 　資金仲介機能とは単に借り手と貸し

手の仲介を行うだけでなく「情報生産

機能」「リスク負担機能」「資産変換機

能」などがあり，⑴　は適切である。

⑵ 　信用創造機能とは，金融機関が貯金

と貸出を連鎖的に繰り返すことで，通

貨が増えていくことをいう。

　 　金融機関は貯金の一部を支払い準備

として手元に置いておき，残りの預金

を貸出にまわすことができる。貸し出

されたお金は支払いに回され，支払い

を受けた相手はまたそれを支払いや金

融機関に預けることになる。これを繰

り返すことにより預金通貨と言うお金

が新しく生み出されていくということ

である。したがって⑵は適切ではなく

本問の正解である。

⑶ 　決済機能とは金融機関の預金口座を

利用することによって，現金を使わず

に口座振替や公共料金の支払いなどが

できることを言い，⑶は適切である。

農 業 を め ぐ る 情 勢

問　２　農業をめぐる情勢について，適切
でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　農業については，数十年にわたって農地
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面積の減少等，農業生産基盤の脆弱化が進
行してきている。米粉や飼料用米等，需要
を喚起する仕組みが導入されてきたが，米
そのものの消費が減少している。
⑵ 　米政策については，平成26年度から定
額交付金を減額するとともに，米価変動補
てん交付金を廃止すること，非主食用米等
の転作作物に対する交付金を拡充すること
等が決定された。
⑶ 　農業者支援については，国立の農業者大
学校の開講，農業革新支援専門員の設置，
農林漁業成長産業化支援機構の創設等，官
中心の農業振興を目指した動きが出てきた。

正解　⑶
正解率　40％

解　説

⑴ 　農業については，数十年にわたって

農地面積の減少等，農業生産基盤の脆

弱化が進行してきている。米粉や飼料

用米等，需要を喚起する仕組み（米穀

等信用とへの利用促進に関する法律）

が導入されてきたが，米そのものの消

費が減少している。したがって⑴は適

切である。

⑵ 　米政策については，見直しが進んで

おり平成26年度から定額交付金を減

額するとともに，米価変動補てん交付

金を廃止すること，非主食用米等の転

作作物に対する交付金を拡充すること

等が決定された。したがって⑵は適切

である。

⑶ 　農業者支援については，平成25年

に日本農業経営大学校の開校，農業革

新支援専門員の設置，農林漁業成長産

業化支援機構の創設等，官だけではな

く官民それぞれで農業の振興を目指し

た様々な動きが見られた。したがって

NISA（少額投資非課税制度）

解　説

　ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）とは，

少額上場株式等に係る配当所得及び譲渡

所得等の非課税措置のことをいう。平成

26年１月１日から平成35年12月31日ま

での間に，年間100万円を上限として専

用の口座（非課税口座）で新規に取得し

た上場株式や公募株式投資信託につい

て，その配当と譲渡益が，取得した年か

ら最長で５年間，非課税となる。

⑴ 　上記のとおり⑴は適切であり，本問

の正解である。

⑵ 　公募株式投信だけでなく上場株式も

対象になる。したがって⑵は適切では

ない。

⑶ 　上場株式，外国上場株式，公募株式

投資信託，外国籍公募株式投資信託，

上場投資信託（ETF），上場不動産投

問　３　ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）
について，適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　ＮＩＳＡとは，少額上場株式等に係る配
当所得および譲渡所得等の非課税措置のこ
とで，毎年新規投資額で100万円を上限と
して，取得した年から5年間非課税となる。
⑵ 　平成26年１月１日～平成35年12月31日
までの間に，年間100万円を上限として専
用の口座で取得した公募株式投信につい
て，その配当が非課税となる。
⑶ 　非課税対象商品は，上場株式，外国上場
株式，投資信託，公社債投信などを非課税
口座に受け入れることができる。

正解　⑴
正解率　48％

⑶が適切ではなく本問の正解である。
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資信託（REIT）などで，公社債や公

社債投資信託は受け入れることができ

ない。したがって⑶は適切ではない。

家計の金融資産（平成25年）

解　説

⑴　題意のとおりであり適切である。

⑵　題意のとおりであり適切である。

⑶ 　預貯金については606万円で前年比

3.8％減少し，前年に続き減少となった。

　したがって⑶は適切ではなく本問の

正解である。

問　４　家計の金融資産に関して，適切で
ないものを１つ選びなさい（平成25年「家
計の金融行動に関する世論調査」による）。
⑴ 　金融商品の平均保有額（全世帯）は1,101
万円と前年比0.6％の減少となった。
⑵ 　金融資産残高が１年前と比較して「増え
た」と答えたほうが多かったのは30歳代だ
けで，「減った」と答えた世帯の方が圧倒
的に多かった。
⑶ 　預貯金については630万円で前年比
0.6％増加し，過去最高額となった。

正解　⑶
正解率　53％

金融商品販売法の説明義務

問　５　金融商品販売法の説明義務の範囲
について，適切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　外貨預金や投資信託等は，「市場リスク
によって，元本割れが生じる恐れがあるこ
と」と「その直接の原因となる指標」を説
明しなければならない。
⑵ 　社債等は，「信用リスクによって元本割
れが生じること」と「当該者」および ｢取

引の仕組みのうちの重要な部分｣ を説明し
なければならない。
⑶ 　投資信託で一定期間解約できないタイプ
は，「権利行使期間」「解約期間の制限」に
ついて説明しなければならない。

正解　⑴
正解率　33％

解　説

　金融商品販売法は金融商品販売業者の

説明義務を明確にし，顧客への勧誘を適

正化し，顧客を保護することを目的にし

ている。

　主な点は①重要事項に関する説明義務

②損害賠償の請求③勧誘方針の公表の３

点である。

⑴ 　外貨預金や投資信託等は，「市場リ

スクによって，元本割れが生じる恐れ

があること」，「その直接の原因となる

指標」だけでなく「取引の仕組みのう

ちの重要な部分」を説明しなければな

らない。したがって⑴は適切ではなく

本問の正解である。

⑵　題意のとおりであり適切である。

⑶　題意のとおりであり適切である。

マネー・ローンダリング（資金洗浄）に係る届出

問　６　マネー・ローンダリング（資金洗
浄）に係る届出について，適切でないものを
１つ選びなさい。
⑴ 　「疑わしい」とは，犯罪の種類を特定す
る必要はなく，金融機関の職員が一般的に
求められる知識や経験をもとに「疑わしい」
と感じるものは届出対象となる。
⑵ 　届出対象はすべての金融機関業務（貯金，
為替，債券，貸出，証券，信託取引，保護
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り等）である。
⑶ 　架空名義または本人確認のできない名義
の口座開設を依頼され，その口座開設を断
わった場合（取引未成立）は届出の義務は
ない。

正解　⑶
正解率　77％

解　説

　マネー・ローンダリングに係る留意点

は全ての金融機関業務が届け出対象にな

り，「疑わしい」とは，犯罪の種類を特

定する必要はなく，金融機関の職員が一

般的に求められる知識や経験をもとに

「疑わしいい」「臭う」と感じるものは前

広に届け出対象になる。

　また取引未成立（未遂）の場合であっ

ても取引の相手方に「疑いがある」場合

は届け出の対象となる。

⑴　上記解説のとおり適切である。

⑵　上記解説のとおり適切である。

⑶ 　取引未成立（未遂）の場合でも，取

引の相手方に「疑いがある」場合は届

出の対象となるため⑶は適切ではな

い。したがって⑶が本問の正解である。

個 人 情 報 保 護 法

問　７　個人情報保護法について，適切で
ないものを１つ選びなさい。
⑴ 　個人情報とは，生存する個人に関する情
報であって，当該情報に含まれる氏名，生
年月日その他の記述等により特定の個人を
識別できるものをいう。
⑵ 　個人情報を取扱う場合は，その利用目的
をできる限り明確に特定しておけば，個人
データを第三者へ提供する際，本人の同意
は必要ない。

⑶ 　ＪＡ内部の顧客コードは，顧客台帳等と
突き合せが容易であり，特定の個人が識別
できるため個人情報にあたる。

正解　⑵
正解率　94％

解　説

⑴ 　個人情報とは，生存する個人に対す

る情報であり，⑴は適切である。

⑵ 　個人情報を取扱う場合は，利用目的

をできる限り明確に特定し，原則とし

てその利用目的達成に必要な範囲内で

取扱うことと，個人データを第三者に

提供する場合は原則として本人の同意

が必要であるということであり，適切

ではない。したがって⑵が本問の正解

である。

⑶ 　ＪＡ内部の顧客コード（ＣＩＦ等）

そのものは個人情報ではないが，顧客

台帳等と突き合わせが可能であり特定

の個人を識別できるため個人情報にあ

たる。したがって⑶は適切である。

ＪＡバンク中期戦略（平成25～27年度）

問　８　ＪＡバンク中期戦略（平成25 ～
27年度）の具体的な実践事項について，適
切なものを1つ選びなさい。
⑴ 　利用者基盤の拡充・再構築に向けた取組
み（農業メインバンク・生活メインバンク
機能）として掲げている項目は「存在意義
としての農業メインバンク機能の強化」「大
口安定利用者（世帯）の維持・拡大重点対
策」の２つである。
⑵ 　重点商品サービスは，「ＪＡバンクロー
ン」「年金」「給与振込」「ＪＡカード」の
４つである。
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⑶ 　ＪＡの現場力強化として「渉外活動強化」
「店舗営業拠点化」「事務堅確性向上への取
組み」「ＣＳ活動の全県展開」「支店営業管
理態勢の強化」の５つが掲げられている。

正解　⑶
正解率　64％

解　説

⑴ 　「利用者軸に基づく事業推進への転

換」「利用者利便性等の向上」「利用者

の認知度向上」「利用者保護等への適

切な対応」も含め６項目が掲げられて

いる。したがって⑴は適切ではない。

⑵ 　重点商品サービスは「ＪＡバンク

ローン」「年金」「給与振込」「ＪＡカー

ド」のほかに「個人貯金」「窓販」も

含め６項目である。したがって⑵は適

切ではない。

⑶ 　ＪＡの現場力強化としては題意のと

おりであり，適切である。したがって

⑶が本問の正解である。

Ｊ Ａ 貯 金 の 動 向

問　９　ＪＡ貯金の動向について，適切で
ないものを1つ選びなさい。
⑴ 　ＪＡ貯金は，平成25年３月末では89
兆７千億円で前年比は1.7％の増加であっ
た。また，平成26年３月末では91兆５千億
円で前年比は2.0％の増加であった。
⑵ 　個人貯金は，平成25年３月末は80
兆２千億円となり前年比1.3％の増加と
なった。しかし，国内銀行の増加率は2.0％
であり他行と比較すると，ＪＡ貯金の増加
率は下回っている。
⑶ 　個人貯金は，ゆうちょ銀行の伸びが鈍化
しているため，相対的にＪＡのシェアは平成
21年３月末と比較すると微増となっている。

正解　⑶
正解率　40％

解　説

⑴　題意のとおりで適切である。

⑵　題意のとおりで適切である。

⑶ 　ゆうちょ銀行の個人貯金の残高は，

平成23年３月末まではマイナスで推

移していたが，以降はプラスに転じて

いる。ＪＡのシェアは，ほぼ12％で

横ばいである。したがって⑶は適切で

はないので本問の正解である。

Ｊ Ａ 貸 出 金 の 動 向

問　10　ＪＡ貸出金の動向について，適切
でないものを1つ選びなさい。
⑴ 　ＪＡ貸出金の増加率は，平成22年３月末
までは順調な推移をしてきたが，平成23年
３月末からマイナスとなった。
⑵ 　収益構造を変えるためにも貯貸率の向上
が不可欠だが，平成22年３月末の26.9％を
ピークに平成24年度は24.0％と約３ポイン
トもダウンしてきている。
⑶ 　住宅ローンの増加率推移を見ると，平成
21年３月末の14.3％から若干落ちてきてい
るが，平成25年３月末も５％以上の増加率
を保っている。

正解　⑶
正解率　66％

解　説

⑴ 　ＪＡ貸出金の増加率は，平成22年

までは順調な推移をしてきたが，平成

23年３月末からマイナスに転じ25年

３月末もマイナス1.9％となっている。

したがって⑴は適切である。

⑵ 　貯貸は22年３月末から年々減少し，
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24％と３年間で３ポイントもダウン

してきている。したがって⑵は適切で

ある。

⑶ 　住宅ローンの増加率は，平成25年

３月末は５％ではなく2％であった。

　 　したがって⑶は適切ではなく本問の

正解である。

マーケティングの機能

問　11　マーケティングの機能について，
次の文章に当てはまる語句の組み合わせと
して，最も適切なものを1つ選びなさい。
　マーケティングという言葉は，マーケット
に働きかけるということからでており，日本
語に訳すと①または市場開発活動と言われて
いる。
　マーケティングには，②，商品化計画，販
売促進，③，④・市場理念の６つの機能がある。
⑴ 　①需要創造活動，②市場調査，③セール
ス活動，④ＰＲ・広告宣伝活動
⑵ 　①消費創造活動，②市場調査，③人的販
売活動，④広告宣伝活動
⑶ 　①需要創造活動，②消費動向調査，③セー
ルス活動，④広告宣伝活動

正解　⑴
正解率　86％

解　説

　マーケティングには「需要創造活動」

と言われ「市場調査」「商品化計画」「販

売促進」「セールス活動」「ＰＲ・広告宣

伝」「市場理念」の６つの機能で成り立っ

ている。

⑴ 　上記解説のとおりであり，本問の正

解である。

⑵ 　「セールス活動」は「人的販売活動」

だけではないので適切ではない。

⑶ 　「市場調査」は「消費動向調査」だ

けではないので適切ではない。

渉外担当者の担当地区設定基準

問　12　渉外担当者の担当地区設定基準に
ついて，適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　具体的な地区設定は，地域の世帯構造と
渉外担当者の管理可能軒数を考慮して，管
理すべき顧客を決定し，管理顧客一覧表を
作成するという手順である。
⑵ 　「地域の世帯構造」とは，管理すべき顧
客の優先順位を決めるためのもので，一般
的には集金先，年金受給先，大口安定先
（軒），正組合員の順である。
⑶ 　「管理可能軒数」とは，渉外担当者が管
理できる軒先数のことで，「１日当たり訪問
軒数×稼働日数」で決定する。

正解　⑴
正解率　73％

解　説

　渉外担当者の担当地区設定は，単に地

区を割り振ればいいということではな

く，地域の世帯構造と渉外担当者の管理

可能軒数を考慮して，管理すべき顧客を

決定することが重要なポイントになる。

⑴ 　上記解説のとおりで適切である。し

たがって⑴が本問の正解である。

⑵ 　「管理すべき顧客」の優先順位は，

正組合員，大口軒，年金先，集金先の

順が一般的であり，⑵は適切ではない。

⑶ 　渉外担当者の管理できる軒数（管理

可能軒数）は「１日当たり訪問軒数×

稼働日数÷訪問頻度」で決定しなけれ

ばならない。したがって⑶は適切では

ない。
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渉 外 担 当 者 の 役 割

問　13　渉外担当者の役割について，次の
文章に当てはまる語句の組み合わせとして，
最も適切なものを１つ選びなさい。
　渉外担当者の具体的役割は，①の組合員や
地域住民を②し，③とした推進と情報収集・
提供に努め，そのニーズに応えるとともに，
利用者の利便を図ることにより，④に寄与す
ることである。
⑴ 　①担当地区内，②常時訪問，③重点商品
を中心，④ＪＡ事業の発展
⑵ 　①担当地区内，②常時訪問，③信用事業
を中心，④ＪＡ事業の発展
⑶ 　①担当地区内，②飛び込み営業，③信用
事業を中心，④ＪＡ信用事業の発展

正解　⑵
正解率　58％

解　説

　渉外担当者の具体的役割は，①担当地

区内の組合員や地域住民を②常時訪問

し，③信用事業を中心とした推進と情報

収集・提供に努め，そのニーズに応える

とともに，利用者の利便を図ることによ

り，④ＪＡ事業の発展に寄与することで

ある。

⑴ 　③は重点商品ではなく信用事業を中

心でなければならない。したがって⑴

は適切ではない。

⑵ 　上記解説のとおりであり，本問の正

解である。

⑶ 　②は飛び込み訪問ではなく常時訪問

しなければならない。したがって⑶は

適切ではない。

渉外担当者の担当業務の目的と手段

問　14　渉外担当者の担当業務の目的と手
段について，適切でないものを１つ選びな
さい。
⑴ 　渉外担当者の仕事の手段として，集金，
定期・定積の満期管理，組合員等へのサー
ビス業務・相談業務等がある。
⑵ 　渉外担当者の仕事の目的は，組合員や地
域住民へのサービス業務や集金業務等を通
じて利用者の「利便性」を図ることである。
⑶ 　事業量を伸張させるためには，ローンの
獲得，貯金商品の獲得，メイン化商品の獲
得が重要である。

正解　⑵
正解率　82％

解　説

　渉外担当者の仕事の目的は「新規開拓」

（取引のない軒の開拓）と「深耕開拓」（取

引のある軒の取引複合化・拡大化）が目

的であり，「集金業務」「定期・定積満期

管理」「各種相談業務」等は目的を達成

するための手段である。

⑴ 　上記解説のとおりであり適切であ

る。

⑵ 　渉外担当者の仕事の目的は，「新規

開拓」と「深耕開拓」が目的であり，

「サービス業務」や「集金業務」を通

じて利用者の利便を図ることは手段で

ある。したがって⑵は適切ではなく本

問の正解である。

⑶ 　適切である。

渉外担当者の目標の考え方

問　15　目標の考え方について，適切でな
いものを１つ選びなさい。
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渉 外 担 当 者 の 目 標

問　16　渉外担当者の目標について，適切

渉 外 活 動 の 成 果

問　17　渉外活動の成果について，次の式
に当てはまる語句の組み合わせとして，最
も適切なものを１つ選びなさい。

⑴ 　目標とは一定期間に達成すべき成果のこ
とであり，目標＝必達であり，目標＝予定
ではない。
⑵ 　目標は上位目標と下位目標が連動されて
いなければならない。すなわち個人目標は
店舗の目標を細分化したものであり，それ
ぞれの目標を合計したものが店舗の目標と
一致していなければならない。
⑶ 　個人目標は与えられたノルマであり，挑
戦的目標を設定しても達成できないことが
あるので，達成できる範囲で設定しなけれ
ばならない。

正解　⑶
正解率　93％

解　説

　目標には具備されていなければならな

い要件として次の３つがある①目標とは

一定期間に達成すべき成果のことであ

る。②目標は，上位目標と下位目標が連

動されていなければならない。③目標は

挑戦的なものでなくてはならない。

⑴ 　目標とは達成すべき成果のことであ

り，達成したいという願望ではない。

したがって⑴は適切である。

⑵ 　上記解説のとおりであり適切である。

⑶ 　達成感こそが渉外担当者としての活

動を支えてくれるバックボーンであ

り，「やりがい」にもつながる。この

ような達成感は，目標が低くては決し

て出てこない。挑戦的目標を達成して

こそ達成したという満足感が味わえる

ものである。したがって⑶は適切では

なく本問の正解である。

でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　渉外担当者は，地域を細分化された地区
を担当し，毎日の活動を通じてその地区の
取引を拡大，複合化していくことが使命で
ある。
⑵ 　渉外担当者は，継続契約や中途解約は顧
客にまかせ，新規契約の獲得を注力するこ
とが必要である。
⑶ 　渉外担当者は，組合員や地域住民の相談
相手となる知的サービスを提供することが
必要である。

正解　⑵
正解率　98％

解　説

⑴ 　渉外担当者は与えられた担当地区

を，常時訪問し，その地区の取引を拡

大，複合化していくことが使命であり，

適切である。

⑵ 　渉外担当者の目標は，ＪＡ事業の発

展に寄与することであるから，「いく

ら獲得したか」ではなく，「いくら増

加させたか」である。すなわち「いく

ら獲得するか」ではない。したがって

⑵は適切ではなく本問の正解である。

⑶ 　貯金を勧めるだけでなく，生活設計

相談，資産管理運用相談，事業経営上

の助言など知的サービスを提供するこ

とが地区管理者（渉外担当者）としての

責任でもある。したがって⑶は適切で

ある。
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伝達内容

渉外活動の成果 ＝ ① × ② ③

④

⑴ 　①訪問頻度，②訪問活動の質，③伝達効
果，④対人関係
⑵ 　①訪問回数，②訪問効率，③伝達効果，
④訪問速度
⑶ 　①訪問回数，②訪問活動の質，③効果的
活動，④対人関係

正解　⑴
正解率　50％

解　説

　渉外活動の成果は「訪問頻度」×「訪

問活動の質」であり「訪問活動の質」と

は「伝達内容」「伝達効果」「対人関係」

の３つである。

　訪問頻度とは１軒の訪問軒に１ヶ月の

間に何回訪問できるかであり，１ヶ月に

訪問する延訪問回数ではない。

⑴ 　上記解説のとおりであり⑴は適切で

本問の正解である。

⑵ 　「訪問頻度」が「訪問回数」，「訪問

活動の質」が「訪問効率」，「対人関係」

が「訪問速度」になっているので，適

切ではない。

⑶ 　「訪問頻度」が「訪問回数」，「伝達

効果」が「効果的活動」になっている

ので適切ではない。

貯 金 財 源

問　18　貯金財源の説明について，適切で
ないものを１つ選びなさい。
⑴ 　ストック分とは，今までに貯蓄している
分のことである。
⑵ 　ストック純増分とは，毎月貯蓄に回す分

のことである。
⑶ 　フロー分とは，給与収入や農産物販売代
金等毎月の収入額のことである。

正解　⑶
正解率　69％

解　説

　貯金財源には，ストック分（今までに

貯蓄してある分）とストック純増分（毎

月貯蓄に回す分）そしてフロー分（毎月

の収入からストック純増分を引いたも

の）があり，フロー分はおおむね消費支

出のことである。

⑴ 　上記解説のとおり適切である。

⑵ 　上記解説のとおり適切である。

⑶ 　給与収入や農産物販売代金等毎月の

収入額からストック純増分を引いてい

ないので適切ではない。したがって⑶

が本問の正解である。

他金融機関預金の奪取に必要な情報入手のポイント

問　19　他金融機関預金の奪取（呼び戻し
を含む）に必要な情報入手のポイントにつ
いて，適切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　定期貯金の解約時に，使用目的を確認し，
他金融機関の取引状況を聴取する。
⑵ 　定期貯金の新規または増額の申し込み時
に，他金融機関に分散している貯金状況を
尋ねる。
⑶ 　ローン申込時に，現在取引している給振
先・定期貯金について尋ねる。

正解　⑴
正解率　46％

解　説

　取引の複合化，拡大化は他金融機関か
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らの預金の奪取が必要であり，その情報

を収集することが呼び戻しの成功を左右

する。

⑴ 　定期貯金の解約時には，解約の動機

と使用目的を聴取し，支払先の資金ト

レースの資料とするのであって，他金

融機関預金の奪取とは言いにくいので

適切ではない。したがって⑴が正解で

ある。

⑵ 　題意のとおりであり，適切である。

⑶ 　ローン申し込み時は給振先や他行定

期貯金について情報を入手する絶好の

機会であり，他金融機関預金奪取のき

め手になることが多い。したがって⑶

は適切である。

新規開拓の進め方

渉外担当者のセールスの基本

問　20　渉外担当者のセールスの基本につ
いて，適切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　セールスの第一歩は，渉外担当者への信
頼が不可欠であり，誠意･熱意・信義･礼儀
を持って自分自身を売り込むことである。
⑵ 　セールスは，話術によるもので，応酬話
法等の鍛錬を行い，相手に対しても説得す
るテクニックを身につけることがなにより
も大切である。
⑶ 　ＪＡの機能を的確にセールスすることに
より，組合員や地域住民の信頼を得ること
が大切である。

正解　⑵
正解率　94％

解　説

⑴ 　「セールスとは自分自身を売り込む

行為である」と言う言葉があるように

顧客の渉外担当者に対する信頼が不可

欠である。したがって⑴は適切である。

⑵ 　セールスは話術ではなく，組合員や

地域住民の期待に応えるために，強い

信念を持ち，誠意と熱意を持った「心」

と礼儀と信義を重んじる「心」を忘れ

てはならない。したがって⑵は適切で

はなく本問の正解である。

⑶ 　ＪＡの総合事業体としての機能を

セールスすることにより，組合員や地

域住民の信頼を得ることが大切であ

る。したがって⑶は適切である。

コンプライアンスの遵守事項

問　21　コンプライアンスの業務全般にわ
たる遵守事項について，適切なものを１つ
選びなさい。
⑴ 　事務処理は，正確かつ確実に行わなけれ
ばならない。特に顧客記入帳票は，原則と
して役職員が代筆してはならない。
⑵ 　渉外活動に当たり，貯金者等への情報提
供や説明義務を負わなければならないが，
特に要望がなければ所定の説明書を交付す
る必要はない。
⑶ 　守秘義務とは，ＪＡとの取引（貯金・借
入金の状況等）を第三者に漏らしてはなら
ないことであり，顧客自体のプライバシー
に関わる事項は含まれない。

正解　⑴
正解率　92％

解　説

⑴ 　コンプライアンスの遵守事項の第一

は堅実な事務処理であり，原則として

代筆の禁止を徹底する必要がある。し

たがって⑴は適切であり，本問の正解

である。
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⑵ 　貯金者等ＪＡの利用者には後日のト

ラブルを避けるために，取扱商品等の

内容についてわかりやすく説明しなけ

ればならない。また，渉外活動にあた

り，商品の特性やリスクを顧客に説明

する義務を負っている。したがって，

顧客に対しては十分な情報提供を行

い，求めに応じて所定の説明書を顧客

に交付しなければならない。したがっ

て⑵は適切ではない。

⑶ 　守秘義務とはＪＡとの取引（貯金・

借入金の状況等）は当然だが，顧客自

体の状況（財務状況・プライバシーに

関わる事項等）等についても，第三者

に漏らしてはならない。したがって⑶

は適切ではない。

ア プ ロ ー チ の 留 意 点

問　22　アプローチの留意点について，適
切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　アプローチで大切なことは第一印象であ
る。第一印象を良くするためには緊張感を
持って対応し，できるだけ笑顔を見せない
ようにすることである。
⑵ 　金融商品を勧めることは「組合員や地域
住民の生活向上に役立つセールスを行って
いる」と言う強い信念と自信を持って活動
することが大切である。
⑶ 　渉外担当者は，顧客の興味や関心事を素
早くキャッチして話をすることが大切にな
る。とくにセールスの話題として政治や宗
教，スポーツ，他人の「うわさ話」などの
話が顧客に好まれる。

正解　⑵
正解率　97％

解　説

⑴ 　アプローチで大切なことは第一印象

であるが，緊張感を持って笑顔を見せ

ないようにするのではなく，明るい笑

顔を絶やさず，目と目が合った瞬間「ニ

コッ」が決め手である。したがって⑴

は適切ではない。

⑵ 　「組合員や地域住民の生活向上に役

立つセールスを行っている」と言う強

い信念と自信が必要である。したがっ

て⑵は適切であり，本問の正解である。

⑶ 　アプローチでは政治や宗教，スポー

ツ，他人のうわさ話，私生活などは，

避けた方が良い話題である。したがっ

て⑶は適切ではない。

再訪問のアプローチの留意点

問　23　再訪問のアプローチの留意点につ
いて，適切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　前回と異なった挨拶をし，話の内容を前
回と重複しないように新しい感じを出すこ
と。
⑵ 　できるだけ相手の名前（名字・役職名等）
を呼ぶこと。
⑶ 　未決事項に関しては，できるだけ触れな
いようにすること。

正解　⑶
正解率　70％

解　説

　再訪問時の留意点はいろいろあるがそ

の代表的なものを上げておく。

① 　礼儀を重んじること。あまりなれな

れしくしないこと。

② 　必ず前回と異なった挨拶をするこ

と。前回と重複しないように新しい感

じを出すこと。
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③ 　できるだけ相手の名前（役職名）を

呼ぶこと。

④　未決事項を解決しておくこと。

⑤ 　顧客の趣味，嗜好等について話題を

準備していくこと。

⑥ 　顧客の欲しているものはなにかにつ

いて，その内容を確認すること。

⑦ 　必ず次回訪問の日時を確約しておく

こと。

⑧ 　必ず興味と関心を残して変えるこ

と。

⑴　上記②であり適切である。

⑵　上記③であり適切である。

⑶ 　上記④のとおり未決事項は解決して

おくことが必要である。したがって⑶

は適切ではなく本問の正解である。

貯蓄保有世帯の貯蓄目的

問　24　貯蓄保有世帯の貯蓄目的につい
て，次の文章に当てはまる語句の組み合わせ
として，最も適切なものを１つ選びなさい。
（「家計の金融行動に関する世論調査」による）
　貯蓄の目的として1世帯当たり３つの複数
回答を求めたところ，全世代平均では①が
58.6％と最も多く，次が②が58.0％となって
いる。
　しかし年代別に見ると，20歳代から40歳
代は③がトップで，50歳代以上は④がトップ
になっている
⑴ 　①病気や不時の災害への備え，②住宅の
取得または増改築，③子供の教育資金，④
老後の生活資金
⑵　①病気や不時の災害への備え，②老後の
生活資金，③子供の教育資金，④老後の生活
資金
⑶ 　①老後の生活資金，②子供の生活資金，
③住宅の取得または増改築，④病気や不時
の災害への備え

正解　⑵
正解率　76％

解　説

　貯蓄の目的として１世帯当たり３つの

複数回答を求めたところ，全世代平均で

は①「病気や不時の災害への備え」が

58.6％と最も多く，次が②「老後の生

活資金」が58.0％となっている。

　しかし年代別に見ると，20歳代から

40歳代は③「子供の教育資金」がトッ

プで，50歳代以上は④「老後の生活資金」

がトップになっている。　

⑴ 　②が「住宅の取得または増改築」と

なっているので適切ではない。

⑵ 　上記解説のとおりで適切であり，本

問の正解である。

⑶ 　②が「子供の教育資金」③が「住宅

の取得または増改築」となっているの

で適切ではない。

新規開拓の「アプローチ」

問　25　新規開拓の具体的流れの中で「ア
プローチ」について，最も適切なものを1つ
選びなさい。
⑴ 　「表札を読む」ことは初回訪問時の唯一
の情報源であることが多く，「表札を読む」
能力が必要になる。
⑵ 　門あるいは玄関に呼鈴がついている場合
は，相手が出て来るまで，粘り強くベルを
何度も押し続けることが大切である。
⑶ 　玄関に入ったらできるだけ上框（あがり
がまち）の近くに立ち顧客が出てくるのを
待つことがポイントになる。

正解　⑴
正解率　81％

解　説
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　新規開拓の「アプローチ」は「表札を

読む」「門の中に入る」「呼び鈴を押す」「玄

関に入る」の４段階である。

⑴ 　新規開拓の場合，表札は唯一の情報

源であることが多く，表札に書いてあ

る情報を活用する能力が必要になる。

したがって⑴は最も適切であり，本問

の正解である。

⑵ 　玄関に呼び鈴がついている場合は，

ベルを２回短く押して「失礼します」

と声をかけ玄関の中に入る等の対応を

行う。しつこく何回も押したのでは，

相手はイライラしてくることが多い。

したがって⑵は適切ではない。

⑶ 　玄関に入ったら，上框から一番遠い

場所（一般的に入ってすぐのところ）

に立ち，相手をできるだけこちらに呼

び込むことが大切になる。したがって

上框の近くに立つのは適切とは言えな

い。したがって⑶は適切ではない。

クロージングの心構え

問　26　クロージングの心構えについて，
適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　顧客はなかなか決断しないが，クロージ
ングは１回で決めることが肝要である。
⑵ 　顧客の心理は，迷い始めて時間がたてば
たつほど，契約できないという方に傾いてく
る。クロージングに入ったら，できるだけ時
間をかけずに早く試みることが肝要である。
⑶ 　最初が肝心なので，できるだけ相手が契
約しやすいもの，たとえば定期積金の場合
「５千円でも…」「１年でも…」などと，クロー
ジングを試みることが大切である。

正解　⑵
正解率　91％

解　説 解　説

⑴ 　クロージングは１回で決めるという

ことではなく，テストクロージングを

試みて，早ければ話を戻したりし，そ

の繰り返しをしながら進めることが大

切である。粘り強く，何回も試みるこ

とが必要である。したがって⑴は適切

ではない。

⑵ 　顧客の心理は時間がたてばたつほど

「やっぱりやめておこう」と契約しな

いほうに傾き始める。クロージングは

時間をかけずに早く試みることが肝要

である。したがって⑵は適切であり，

本問の正解である。

⑶ 　安易なクロージングは避けること，

たとえば定期積金の場合「５千円でも

…」「１年でも…」などは顧客のために

も，渉外担当者自身にもプラスにはな

らない。したがって⑶は適切ではない。

クロージングの具体的方法

問　27　クロージングの具体的方法で，申
込書の活用が重要になってくるが，その申
込書の活用について，適切なもの１つ選び
なさい。
⑴ 　申込書は，クロージングに入ってからは
時間をできるだけかけないで，早めに出す
ことが大切になる。
⑵ 　決めるのはお客様であり，それをサポー
トするのが渉外担当者である。商談が長引
くようなときに，引き際をさぐるために使
用してはいけない。
⑶ 　申込書は最後に使うものであるが，大切
にカバンに保管し，あわてずゆっくり提示
しなければならない。

正解　⑴
正解率　78％
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⑶ 　定期積金の掛込延滞・中途解約の防止，
満期後の定期への書替促進，継続契約の推
進等が「この活動」に該当する。

⑴ 　顧客の心理は，「やってみよう」と

思う気持ちと「やっぱりやめておこう」

と思う気持ちがあり，時間がたてばた

つほど「やっぱりやめておこう」「今

日は辞めておこう」と言う心理状態に

なってくる。したがって申込書を早め

に出し決断を促す道具の一つとして使

うことが大切である。したがって⑴は

適切であり，本問の正解である。

⑵ 　申込書の活用方法には，引き際をさ

ぐるために使用する場合と相手の決断

を促す場合に使用するケースがある。

したがって⑵は適切ではない。

⑶ 　クロージングに入ってから時間をな

るべくかけないで素早く出すことが大

切である。申込書はいつでもすぐ出せ

るように準備しておくことが大切にな

る。カバンの中を見なくても，申込書

をすばやく出すことができるように訓

練しておく必要がある。したがって⑶

は適切ではない。

深耕開拓の進め方と行動管理

継続取引を推進する活動

解　説

　深耕開拓で大切なことは，現在取引し

ているものを継続することである。いく

ら新規顧客を獲得しても，既存の取引が

継続しなければザルで水を汲むようなこ

とになってしまう。

⑴ 　流動性貯金については口座解約の防

止・睡眠口座復活を促進することに絞

り込むのではなく，入出金の活発化に

よる残高の増加も大事である。普通貯

金と公共料金の振替セット・キャッ

シュカードの発行・ＪＡカードの発行

など，当該口座を決済口座に成長させ

ることが有効である。したがって⑴は

適切ではなく本問の正解である。

⑵ 　定期貯金の中途解約の防止，満期管

理の徹底と増額書替や元利金書替の推

進等は継続取引を促進するポイントで

ある。したがって⑵は適切である。

⑶ 　定期積金の掛込延滞・中途解約の防

止，満期後の定期貯金への書替促進，

継続契約の推進等は継続取引を推進す

る活動の重要ポイントである。した

がって⑶は適切である。

問　28　深耕開拓の１つである「継続取引
を推進する活動｣（以下「この活動」と略記）
の内容について，適切でないものを１つ選
びなさい。
⑴ 　流動性貯金の口座解約の防止と睡眠口座
発生の防止・睡眠口座復活を促進すること
に絞り込み推進することがこの活動に該当
する。
⑵ 　定期貯金の中途解約の防止，満期管理
の徹底と増額書替や元利金書替の推進等は
「この活動」に該当する。

正解　⑴
正解率　83％

家計のメイン化（総合取引）を推進する活動

問　29　深耕開拓の１つである ｢家計のメ
イン化（総合取引）を推進する活動｣（以下
「この活動」と略記）の内容について，適切
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管 理 の 流 れ

問　31　管理の流れについて，次の文章に
当てはまる語句の組み合わせとして，最も

正解　⑶
正解率　73％

でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　給与振込・年金等の自動受け取りや，公
共料金・ＪＡカード等の自動支払いをお勧
めすることは，「この活動」に該当する。
⑵ 　年金友の会への加入やゲートボールなど
の「組合のサークル活動」への参加を推進
することは，「この活動」に該当する。
⑶ 　定期貯金の満期解約金を資金トレースす
ることは，「この活動」に該当する。

解　説

　「家計のメイン化（総合取引）を推進

する活動」は総合取引の推進とＪＡ全て

の機能の利用促進の２つからなっている

（渉外基礎講座No3の７頁「表1-1 家計

のメイン化（総合取引）構図参照」）。

⑴ 　総合口座を中心とした給与振込・年

金等の自動受け取りや，公共料金・Ｊ

Ａカード等の自動支払いをお勧めする

ことは，家計メイン化の第一歩である。

したがって⑴は適切である。

⑵ 　年金友の会への加入やゲートボール

などの「組合のサークル活動」への参

加を推進することは，ＪＡ全ての機能

の利用促進に当たるので適切である。

⑶ 　定期貯金の満期解約金を資金トレー

スすることは，「継続取引を推進する

活動｣で家計のメイン化項目ではない。

したがって⑶は適切ではなく本問の正

解である。

ライフイベント・ニーズに応じたセット推進

問　30　ライフイベント・ニーズに対応
したセット推進（以下「この活動」と略記）
について，適切でないもの１つ選びなさい。
⑴ 　「この活動」は，商品軸から利用者軸に
基づく事業推進の転換を意味し，決済・資
産形成・資産需要・リスク管理の金融商品
をセット推進することに取り組むことをい
う。
⑵ 　ＪＡ貯金最大の流入財源は販売代金だ
が，年金もこれに次いでおり，年金と年金
定期貯金のセット推進が「この活動」の重
点の１つになる。
⑶ 　ＪＡバンクにおける給与振込の流入額は
年間で3.7兆円となっており，年金振込と同
様に重要な財源になっている。「この活動」
の重点の１つとして，給与振込のセット推
進が挙げられている。

正解　⑵
正解率　50％

解　説

　「ライフイベント・ニーズに対応した

セット推進」とは利用者軸に基づく事業

推進の転換を意味し，決済・資産形成・

資産需要・リスク管理の金融商品をセッ

ト推進することに取り組むことをいう。

⑴ 　上記解説のとおりであり，適切である。

⑵ 　ＪＡ貯金最大の流入財源は年金であ

り，次いで販売代金となっている。した

がって⑵は適切ではないので本問の正解

である。

⑶ 　題意のとおりであり適切である。
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適切なものを１つ選びなさい。
管理の流れは次の８段階になる。
　現状を把握する，①，②，実行する，③，④，
計画と実績のズレを発見し，場合によっては
行動修正を行う，⑤
⑴ 　①具体的に施策を検討する　②目標を設
定する　③毎日の実績を記録する　④中間
検討を行う　⑤成果と目標をイコールにする
⑵ 　①具体的に施策を検討する　②目標を設
定する　③中間検討を行う　④毎日の実績
を記録する　⑤成果と目標をイコールにする
⑶ 　①目標を設定する　②具体的に施策を検
討する　③毎日の実績を記録する　④中間
検討を行う　⑤成果と目標をイコールにする

正解　⑶
正解率　53％

解　説

　管理の流れは次の８段階になる。

　現状を把握する，①目標を設定する，

②具体的に施策を検討する，実行する，

③毎日の実績を記録する，④中間検討を

行う，計画と実績のズレを発見し，場合

によっては行動修正を行う，⑤成果と目

標をイコールにする。

⑴ 　①と②が逆になっているので適切で

はない。

⑵ 　①と②，③と④が逆になっているの

で適切ではない。

⑶ 　上記解説のとおり適切であり，本問

の正解である。

管 理 顧 客 一 覧 表

問　32　管理顧客一覧表について，最も適
切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　年金のみの顧客は，年金が支給される前
の月初に訪問する。

⑵ 　できるだけ効率的に訪問するために「正
組合員軒で未集金軒」を集金軒の近く（同
住所等）に割り振る方がよい。
⑶ 　地区外の顧客については，積極的に訪問
し当支店との取引を強化する。

正解　⑵
正解率　86％

解　説

⑴ 　年金のみの顧客は，年金が支給され

た後の15日から17日に訪問した方が

よいので，適切ではない。

⑵ 　訪問効率を上げるため（移動時間を

少なくすること）に「正組合員軒で未

集金軒」を集金軒の近く（同住所等）

に割り振る方がよいので適切である。

したがって⑵が本問の正解である。

⑶ 　訪問効率上，他支店エリアの顧客は，

他支店に店舗移管を検討しなければな

らない。したがって⑶は適切とはいえ

ない。

現 状 分 析 表

問　33　担当地区の取引状況を把握する
「現状分析表」（ＪＡＳＴＥＭ帳票）の内容
について，適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　「現状分析表」は，「当座性貯金」「定期
貯金（期間・金額帯別）」｢定期貯金（満期
到来）｣「定期積金（期間・金額帯別）」「定
期積金（満期到来）」の５枚が出力される。
⑵ 　「定期貯金（満期到来）」は，１年分の月
別満期件数・金額が表示されているが，自
動継続分については表示されていない。
⑶ 　定期積金（満期日到来）」は，１年分の
月別件数・金額が集金と集金以外（一般的
には自動振替え分）が表示されている。
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正解　⑶
正解率　47％

解　説

⑴ 　ＪＡＳＴＥＭ帳票の現状分析表は出

題の５枚のほかに「貸出金」があり６

枚出力されるので適切ではない

⑵ 　「定期性貯金（満期到来）」について

は，自動継続分と非自動継続分が件数・

金額表別に表示されており，非自動継

続の管理がしやすくなっている。した

がって⑵は適切ではない。

⑶ 　題意のとおりであり，口座からの自

動振替え分が表示させているのでその

管理がしやすくなっている。したがっ

て⑶は適切であり，本問の正解である。

世 帯 状 況 表

問　34　担当顧客の取引状況を把握する
「世帯状況表」（ＪＡＳＴＥＭ帳票）について，
適切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　世帯状況表には，顧客属性情報として家
族・性別・資格・生年月日・年齢等が表示
されている。
⑵ 　取引項目としては，「取引項目情報」「貯
金取引情報」「貸出取引情報」「満期情報が
表示されている。
⑶ 　取引開始日と最新取引日が表示され，直
近のキャンペーン実績も表示されている。

正解　⑶
正解率　83％

解　説

　家計メイン化（総合取引）を進める上

で，欠くことのできない資料が顧客の取

引状況の資料である。世帯単位で個々の

取引状況をつかみそれに合わせて推進が

重要になってくる。世帯状況表は，「顧

客属性」「取引項目情報」「貯金取引情報」

「貸出取引情報」「満期情報」の５項目か

らなり推進メモも入力できるようになっ

ている。

⑴ 　世帯状況表は顧客属性情報が表示さ

れており，適切である。

⑵ 　取引項目として「取引項目情報」「貯

金取引情報」「貸出取引情報」「満期情

報」が表示されている。

⑶ 　取引開始日と最新取引日は表示され

ているが，直近のキャンペーン実績は

表示されていない。したがって⑶は適

切ではなく本問の正解である。

集 金 業 務 の 効 率 化

問　35　集金業務は，渉外担当者にとって
目的（深耕開拓）を達成するための手段と
して重要な業務だが，その効率化について，
適切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　集金活動はコストがかかり，活動が拘束
されるので，集金日（５・10日，月末等）
はできるだけ集中させた方がよい。
⑵ 　普通貯金からの振替が可能だとしても，
安易にそれを行うのではなく，顧客とのパ
イプを太くし，深耕開拓を行うことを前提
として検討する必要がある。
⑶ 　１軒（世帯）の集金日を同一にしたり，移動時
間短縮のため訪問ルートの変更を検討する。

正解　⑴
正解率　76％

解　説

⑴ 　集金を特定日（５・10日，月末）

に集中させると，その日は集金屋さん

になってしまい，本来の推進活動がで
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きなくなってしまう。集金はできるだ

け平準化することが望ましい。した

がって⑴は適切ではないので本問の正

解である。

⑵ 　集金が必要であるかどうかの検討は

顧客とのパイプを太くし，深耕開拓を

行うことを前提として検討する必要が

ある。したがって⑵は適切である。

⑶ 　訪問効率を考えて１軒（世帯）の集

金日を同一にしたり，移動時間短縮の

ため訪問ルートの変更を検討する必要

がある。したがって⑶は適切である。

満期管理の具体的方法

問　36　満期管理の具体的方法について，
最も適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　自動継続定期貯金は，キャンペーン時や
顧客からの依頼がない場合は，満期時の訪
問はする必要はない。
⑵ 　その世帯のライフスタイルはおおむね決
まっているので，満期時は定期貯金の預入
時期でもあるので，新規や増額書替のチャ
ンスともいえる。
⑶ 　定期積金の満期管理は，定期貯金への振
替と継続契約の依頼が中心であり，満期の
2ヶ月前から推進を行う必要がある。

正解　⑵
正解率　71％

解　説

⑴ 　自動継続定期貯金であっても満期時

に増額書替あるいは家族貯金を新たに

依頼するため，訪問する必要がある。

したがって⑴は適切ではない。

⑵ 　その世帯のライフスタイルは前年と

同じような傾向があるので，満期時は預

入時期でもあるので，新規や増額書替の

チャンスともいえる。したがって⑵が最

も適切であり，本問の正解である。

⑶ 　定期積金の満期管理は満期の2ヶ月

前からの推進では遅い。4ヶ月前から

の推進が必要である。したがって⑶は

適切ではない。

行動計画立案の留意点

問　37　行動計画立案の留意点について，
最も適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　重要課題や中心的目標は優先的に予定に
組み入れ，管理顧客一覧表の本日分と未訪
問分を計画に組み入れる。
⑵ 　１日の訪問地区を集中させ，集金業務の
効率化のために集金先を優先して計画を立
案する。
⑶ 　店内業務をできるだけ簡略化する。その
ためには訪問準備や訪問計画もできるだけ
時間をかけずに行う。

正解　⑴
正解率　80％

解　説

　渉外活動における成果の有無は，渉外

担当者の意欲的な行動力，すなわち目標

達成のために日々の行動計画を綿密に立

てることが重要な仕事になってくる。

⑴ 　重要課題や中心的目標は優先的に予

定に組み入れ，管理顧客一覧表の本日

分と未訪問分を計画に組み入れること

が最も重要である。したがって⑴が最

も適切であり，本問の正解である。

⑵ 　訪問地区を集中させるのはいいが，

集金先を優先して計画を立てるのは適

切ではない。したがって⑵は適切では
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ない。

⑶ 　店内業務をできるだけ簡略化するこ

とはいいが，そのために訪問準備や訪

問計画をおろそかにしてはならない。

したがって⑶は適切ではない。

行 動 基 準

問　38　行動基準について，最も適切なも
のを１つ選びなさい。
⑴ 　総訪問軒数は，「新規訪問軒数」「深耕訪
問軒数」「不在件数」から構成されており，
１日の訪問軒数は担当地区の実態に合わせ
て決定しなければならない。
⑵ 　行動基準は，ＪＡ組織としての渉外担当
者に対する期待水準であり，これを遵守す
ることが渉外担当者の基本である。
⑶ 　行動基準の内容は，「総訪問軒数」が訪
問実績となり，「契約率」「獲得口座平均金
額」「1軒当たりの滞留時間」が訪問効率と
してできている。

正解　⑴
正解率　41％

解　説

　行動基準は，渉外担当者の行動の指針

であり，目標必達のための行動目標であ

る。

⑴ 　行動基準の総訪問軒数は「新規訪問

軒数」「深耕訪問軒数」「不在軒数」か

ら構成されており，担当地区の実態に

合わせて決定しなければならない。で

きない行動基準を作成しても意味がな

い。したがって⑴は最も適切であり本

問の正解である。

⑵ 　行動基準は，ＪＡの期待水準ではな

く，渉外担当者個々の行動の指針であ

り，目標必達のための自己基準であり，

自分自身で決めた自己基準でなければ

ならない。したがって⑵は適切ではな

い。

⑶ 　行動基準の内容で訪問実績は，「総訪

問軒数」「獲得口座数」「獲得金額」であ

り，「総訪問軒数」だけではない。した

がって⑶は最も適切とは言えない。

ローン推進と実績管理

ロ ー ン 推 進 の 重 要 性

解　説

⑴ 　個人ローンは，収益基盤の確保のた

めに積極的な推進が必要になるが，安

易なセールスや甘い与信判断，不適切

な事後管理をすると，事故率が高まり，

結果的に延滞や固定化債権になりかね

ない。したがって⑴は適切ではないの

で本問の正解である。

⑵　題意のとおりであり適切である。

⑶　題意のとおりであり適切である。

問　39　ローン推進の重要性について，適
切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　収益基盤の確保のために，個人ローンは
その他の貸出と違って，延滞や固定化債権
にならないので，積極的な推進が必要にな
る。
⑵ 　個人ローンの中でも住宅ローンは，長期
にわたり安定した収益が確保できるので戦
略的に推進する。
⑶ 　個人ローン，特に住宅ローンの推進は，
その返済財源のために給与振込・年金等の
｢家計メイン化｣ の推進が可能になる。

正解　⑴
正解率　94％
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ロ ー ン の 働 き

問　40　ローンの働きについて，適切でな
いものを１つ選びなさい。
⑴ 　ローンの利鞘は大きく，資金需要も旺盛
なので，安定的な利用客を確保して将来に
向けた収益基盤を築くのに最適な商品であ
る。
⑵ 　ローンは，誰にでも一定金額まで迅速に
融資が可能なので，多様化したニーズに即
応できる。
⑶ 　世帯主と住宅ローンを中心に総合取引を
確保し，マイカー等の消費者ローンによっ
て家族取引を深めることが可能である。

正解　⑵
正解率　96％

解　説

解　説

　ローンの働きは①安定的な収益基盤の

確保②貯金の伸長③多様なニーズに即応

④若者との取引深化⑤家計のメイン化の

５つである。

⑴ 　安定的な収益基盤を築くのに最適な商

品である。したがって⑴は適切である。

⑵ 　ローンは誰にでも一定額まで迅速に

融資できるわけではなく，融資要項の

条件を満たしている者に可能である。

したがって⑵は適切ではないので本問

の正解である。

⑶ 　世帯主と住宅ローンを中心に総合取

引（家計のメイン化）を確保し，家族

との取引を深めることが可能になる。

したがって⑶は適切である。

⑴ 　ローンの推進担当者は，「家計メイ

ン化」のための各種決済機能をセット

してもらうことを頭に入れて行わなけ

ればならない。したがって別の担当者

が推進するのではなくローン推進担当

者が同時に推進をする必要がある。し

たがって⑴は適切ではない。

⑵ 　一般的に渉外担当者は「申込受理」

までを分担しているケースが多いが，

「審査」「回収」も所轄担当部署に任せ

るのではなく，渉外担当者が中心と

なって取り組む必要がある。したがっ

て⑵は適切とはいえない。

⑶ 　題意のとおりであり適切である。し

たがって⑶が本問の正解である。

ローン推進上の留意点

問　41　ローン推進上の留意点について，
適切なものを１つ選びなさい。

正解　⑶
正解率　65％

ロ ー ン の 情 報 収 集

問　42　ローンの情報収集の１つとして貯
金通帳から読み取る情報収集があるが，適
切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　自動車ディラー系のローン会社への振込
がある場合は，買替えのタイミングを把握

⑴ 　ローンの推進と家計メイン化のための
各種決済機能のセットは別なものなので，
別々の担当者が推進しなければならない。
⑵ 　ローンの推進には審査や回収も含まれて
いるが，渉外担当者は情報収集を中心にし，
審査・回収は担当部署に任せなければなら
ない。
⑶ 　ローン商品の金利は，「調達コスト＋販
売コスト＋所定リスク＋所定利益」という
設計で設定されている。
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正解　⑵
正解率　75％

する。
⑵ 　総合口座貯金通帳に頻繁に貸越が発生し
ている場合は，資金不足が多発しているの
でカードローンの推進者としては不適切で
ある。
⑶ 　予備校や塾などへの振込がある場合は，
進学を控えた子供がいる可能性が高いた
め，教育ローンのニーズを探ること。

解　説

　貯金通帳に記載された入出金・振り込

み情報・残高の変化等からローンだけで

はないが，顧客のニーズを把握すること

ができる。

⑴ 　通帳に自動車系ディラー系のローン

会社への振込がある場合は，買替情報

を収集し，そのタイミングを把握する

ことが大切になる。したがって⑴は適

切である。

⑵ 　総合口座貯金に頻繁に貸越が発生し

ている場合は，カードローンの不適格

者ではなく，勿論審査は必要だが推進

対象として情報を収集する。したがっ

て⑵は適切ではなく本問の正解である。

⑶ 　予備校や塾などへの振込がある場合

は，進学を控えた子供がいる可能性が

高いため，教育ローンのニーズを探る

ことが大切である。したがって⑶は適

切である。

住宅関連ローン推進の具体策

問　43　住宅関連ローン推進の具体策につ
いて，最も適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　住宅関連ローンの推進の第一歩は，見込

正解　⑴
正解率　23％

み先のリストアップであり，その主なもの
は，給与振込指定者，既利用顧客で完済ま
たは完済予定者である。
⑵ 　休日の住宅ローン相談会の開催等によ
り，融資担当者が中心になり，積極的に地
域住民に働きかけを行う。
⑶ 　住宅関連業者との取引開拓の手順は，同
業者の風評を確認し，問題業者でないかを
外部資料等でチェックしたうえで，提携候
補先のリストアップを行い，その後，訪問
ヒアリング等へと進めていく。

解　説

　住宅関連ローン推進の具体策は①見込

み先のリストアップ②借換推進③住宅

ローン相談会の開催④住宅関連業者との

連携推進である。

⑴ 　給与振込者（ＪＡをメインとして利

用している），既利用顧客で完済また

は完済予定者（取引状態が把握できて

いることと，返済能力に懸念のない優

良顧客）は，有望なリストアップ先と

なる。したがって⑴は最も適切であり

本問の正解である。

⑵ 　住宅ローン相談会は，融資担当者だ

けでなく渉外担当者も積極的に参画

し，その中心的役割を果たすことが必

要である。したがって⑵は適切ではな

い。

⑶ 　住宅関連業者との取引開拓は提携候

補先リストアップが先でその後問題業

者のチェック等を行い，その後訪問ヒ

ヤリングと言う手順である。したがっ

て⑶は適切ではない。
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住宅ローンの借換推進

問　44　住宅ローンの借換推進について，
次の文章の語句の組み合わせとして，適切
なものを１つ選びなさい。（住宅金融支援機
構「民間住宅ローンの借換実態調査」）。
　借換前の経過年数は①が77.9％を占め，
借換前後の金利差が②までが51.5％，③ま
でが72.4％となっている。
⑴　①3年以内，②1.0％，③1.5％
⑵　①5年以内，②1.5％，③2.0％
⑶　①10年以内，②1.0％，③1.5％

正解　⑶
正解率　77％

解　説

　住宅ローンの借換は圧倒的に「金利が

低くなるから」「返済額が少なくなるか

ら」であり，経過期間・金利差における

借換実績を頭に入れて推進することが重

要である。

　借換前の経過年数は①10年以内が

77.9％を占め，借換前後の金利差が

②1,0％までが51.5％，③1,5％までが

72.4％となっている。

⑴ 　①３年以内は28.3％である。した

がって⑴は適切ではない

⑵ 　①５年以内は43.0％で，②③の金

利もそれぞれ1.0％，1.5％の誤りであ

る。したがって⑵は適切ではない。

⑶ 　上記解説のとおり適切であり，本問

の正解である。

マイカーローン推進フロー

問　45　マイカーローン推進フローについ
て，適切なものを１つ選びなさい。

正解　⑶
正解率　52％

⑴ 　①情報収集→②見込客の抽出→③情報
蓄積→④担当者の決定→⑤セールス活動→
⑥ＤＭ・パンフの発送→⑦セールス結果の
記録→⑧情報の更新
⑵ 　①情報収集→②見込客の抽出→③担当者
の決定→④セールス活動→⑤ＤＭ・パンフ
の発送→⑥セールス結果の記入→⑦情報の
更新→⑧情報の蓄積
⑶ 　①情報収集→②情報蓄積→③見込客の
抽出→④担当者の決定→⑤ＤＭ・パンフの
発送→⑥セールス活動→⑦セールス結果の
記入→⑧情報の更新

解　説

　マイカーローンの推進フローは次のと

おりである。
1．情 　 報 　 収 　 集

2．情 　 報 　 蓄 　 積 

3．見 込 客 の 抽 出 ・車検６ケ月前の対象者
の抽出

4．担 当 者 の 決 定 ・車検６ケ月前の見込客
に対して担当者を決め
る。5．ＤＭ・パンフの発送

6．セ ー ル ス 活 動

7．セールス結果の記入

8．情　報　の　更　新

⑴ 　②見込み客の抽出と③情報の蓄積，

⑤セールス活動と⑥DM・パンフの発

送が逆になっているので適切ではない。

⑵ 　⑧情報の蓄積は①情報収集と②見込

み客の抽出の間であり，適切ではない。

⑶ 　上記解説のとおり適切であり本問の

正解である。

住宅ローン申込み時の確認書類

問　46　住宅ローン申込み時の確認書類に
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ついて，適切なものを1つ選びなさい。
⑴ 　住民票謄本，印鑑登録証明書を徴求する
場合は，交付日から３ヶ月以内のものが必
要である。
⑵ 　給与所得者の所得の確認書類の１つであ
る所得証明書は勤務先から発行され，源泉
徴収票は市区町村から発行される。
⑶ 　自営業者（含む農業者）の所得証明は，
市町村から発行される納税証明書および確
定申告書の前年度分が必要になる。

解　説

　住宅ローン申し込み時の確認書類が内

容不備のため，何回も書類を持参頂くと

いうことは絶対に避けなければならな

い。微求書類は１回完結出主義が原則で

ある。

⑴ 　住民票謄本，印鑑登録証明書を徴求

する場合は，交付日から3ヶ月以内の

ものが必要でその確認を忘れてはなら

ない。したがって⑴は適切であり本問

の正解である。

⑵ 　所得証明書は市町村から発行され，

源泉徴収票は勤務先から発行される。

したがって⑵は適切ではない。

⑶ 　自営業者（含む農業者）の所得証明

は，市町村ではなく税務署から発行さ

れる納税証明書および確定申告書の過

去３年分が必要になる。したがって⑶

は適切ではない。

正解　⑴
正解率　80％

ローンの貸出実行後の管理
渉外担当者の行動管理

問　47　ローンの貸出実行後の管理につい
て，適切でないものを１つ選びなさい。

問　48　渉外担当者の行動管理について適
切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　行動管理は自己管理であり，渉外担当者

正解　⑵
正解率　74％

⑴ 　「資金使途自由」なローンであっても，
借入申込書に資金使途を必ず記入してもら
うほか，資金が借入目的どおり使われたか
どうかを事後チェックする。
⑵ 　「家計のメイン化」の主力商品であるロー
ンの実行後は，１年に１回程度訪問し，そ
の生活ぶりや経営状況等の観察をすること
が大切である。
⑶ 　給振・公共料金の自動支払いセットなど
総合取引の推進に必要な項目は，ローン実
行前にＪＡ利用を推進することが大切であ
る。

解　説

　貸出後の管理の留意点は①資金使途の

確認②生活振り・経営状況の観察③取引

方針の見極め④総合取引の推進である。

⑴ 　「資金使途自由」なローンであって

も，借入申込書に資金使途を必ず記入

してもらうほか，資金が借入目的どお

り使われたかどうかを事後チェックす

ることが必要になる。したがって適切

である。

⑵ 　生活ぶりや経営状況等の観察は，１

年に１回程度の訪問では，管理できな

い。したがって⑵は適切ではなく本問

の正解である。

⑶ 　総合取引の推進はローン実行前に

ＪＡ利用を推進することが大切であ

る。したがって⑶は適切である。
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は自身の手で自分を鍛え上げ，効率的な行
動を行うことが必要である。
⑵ 　渉外日報は，単に獲得件数や金額だけに
留まらず，自分自身の活動実績に重点を置
いて検討しなければならない。
⑶ 　行動管理は目標達成のための手段であ
り，実績が上がっていれば行動時間の分析
などは必要がない。

正解　⑶
正解率　97％

解　説

　渉外活動の特性には次の３つがある。

①　活動の場が店外であること

② 　時間の自由が与えられ，自分自身で

コントロールできること

③ 　仕事の対象が機械や物ではなく人で

あること

　渉外担当者は自分の考え方次第でいく

らでも仕事や時間をコントロールできる

要素を持っている。したがって渉外担当

者は行動管理（自己管理）が重要な要素

となってくる。

⑴ 　題意のとおり適切である。

⑵ 　獲得件数や金額は重要な要素だが，

自分自身の活動実績に重点を置く必要

がある。

　　したがって⑵は適切である。

⑶ 　行動管理は目標達成のための手段で

あるが，実績が上がっているときほど，

その行動時間の分析が必要になる。し

たがって⑶は適切ではなく本問の正解

である。

定期積金の実績検討の仕方

貸出金の実績検討の仕方

問　49　定期積金の実績検討の仕方につい

問　50　貸出金の実績検討の仕方につい
て，適切なものを１つ選びなさい。
⑴ 　貸出は，情報のないところには発生しな

正解　⑵
正解率　53％

て，適切でないものを１つ選びなさい。
⑴ 　純増率は，継続率が低くないか，大口で
落ちているものはないか，予定していた新
規は獲得できたかをチェックする。
⑵ 　継続率は，中途解約継続率が低くないか，
使用使途を確認したかをチェックする。
⑶ 　満期処理率は，未処理が多い場合は個別
にチェックしたか，期日経過後の日数が多
いものは理由を把握しているかをチェック
する。

解　説

⑴ 　定期貯金の実績検討は純増額が第一

義で，それが低い場合継続率が低くな

いか，大口で落ちているものはない

か，予定していた新規は獲得できたか

をチェックすることが大切である。し

たがって⑴は適切である。

⑵ 　継続率は，中途解約継続率が低くな

いか，使用使途を確認したかだけでは

なく，大口の満期解約はなかったか，

場合によってはローンを勧めたか，総

合口座セット率を上げる努力をしてい

るか等もチェックする必要がある。し

たがって⑵は適切ではなく本問の正解

である。

⑶ 　満期処理率は，未処理が多い場合は

個別にチェックしたか，期日経過後の

日数が多いものは理由を把握している

かであり適切である。
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いので，貸出情報件数の目標は達成したか
どうかを第一義的に検討する。
⑵ 　住宅ローンの情報収集件数は，実行目標
の２倍あるかどうかチェックする。
⑶ 　マイカーローンやカードローンは，おの
おの年３件以上獲得することを基準目標と
し，車検リストや予定者リストを作成し，
セールスしたかチェックする。

正解　⑴
正解率　71％

解　説

　貸出はＪＡの収益の根源であり，その

増強なくして収益構造の変化はあり得な

い。貸出金の実績検討は全体でも個人で

も綿密に行う必要がある。

⑴ 　貸出の実行は情報収集の多さに比例

してくることを忘れず，貸出情報件数

の目標は達成したかどうかを第一義的

に検討する。したがって⑴は適切であ

り本問の正解である。

⑵ 　住宅ローンの情報収集件数は，２倍

では少なすぎる。実行目標の４倍は必

要である。したがって⑵は適切ではな

い。

⑶ 　マイカーローンは年３件ではなく

12件以上，カードローン年３件では

なく10件以上獲得することを基準目

標としてセールスすることが大切であ

る。したがって⑶は適切ではない。





正解番号一覧表

問
題
番
号

正
解
番
号

問
題
番
号

正
解
番
号

問
題
番
号

正
解
番
号

問
題
番
号

正
解
番
号

問
題
番
号

正
解
番
号

1 ２ 11 １ 21 １ 31 ３ 41 ３

2 ３ 12 １ 22 ２ 32 ２ 42 ２

3 １ 13 ２ 23 ３ 33 ３ 43 １

4 ３ 14 ２ 24 ２ 34 ３ 44 ３

5 １ 15 ３ 25 １ 35 １ 45 ３

6 ３ 16 ２ 26 ２ 36 ２ 46 １

7 ２ 17 １ 27 １ 37 １ 47 ２

8 ３ 18 ３ 28 １ 38 １ 48 ３

9 ３ 19 １ 29 ３ 39 １ 49 ２

10 ３ 20 ２ 30 ２ 40 ２ 50 １



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars true
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


